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　おぐにバレーボールスポーツ少年団は、毎週火、金曜
日に小国町民総合体育館で活動しています。
　11月18日の練習で、指導者の髙橋聡さんから「一歩目
のステップから、ボールを前に送れるよう細かい部分の
フォームを意識するように」と熱く指導を受けた子ども
たちは、12月初旬から始まる山形県予選を勝ち上がり、
３月に開催される全国大会を目指します。

ともに
楽しむ
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Ｕ15女
子ジュニアユース日本代表候補に選出！Ｕ15女
子ジュニアユース日本代表候補に選出！

　

10
月
30
日
、
道
の
駅
白
い
森

お
ぐ
に
を
会
場
に
、
秋
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

山
形
大
学
生
と
小
国
高
校
生
が

一
緒
に
開
発
し
た
「
地
鶏
た
か

き
び
メ
ン
チ
カ
ツ
」
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
し

た
。
学
生
た
ち
が
テ
ン
ト
で
販

売
し
た
メ
ン
チ
カ
ツ
サ
ン
ド
は

す
ぐ
に
完
売
し
、
あ
い
あ
い
で

提
供
し
た
３
種
類
の
味
の
メ
ン

チ
カ
ツ
丼
も
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
し
て
、
午
前
中
は
小

国
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を

行
い
、
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
中
学

生
の
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
と
し
て
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
や
よ
さ
こ
い
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
が
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
、

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

多
く
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
時
期
で
も
あ
っ

た
た
め
、
会
場
内
を
ジ
ャ
ン
ボ
カ

ボ
チ
ャ
や
風
船
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

で
飾
り
付
け
、
仮
装
で
来
場
の
お

客
様
先
着
１
０
０
人
に
お
菓
子
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
、
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
の
雰
囲
気
も
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し

て
増
岡
地
内
か
ら
約
70
発
の
花
火

を
打
ち
上
げ
、
道
の
駅
だ
け
で
な

く
近
隣
か
ら
も
夜
空
を
彩
る
花
火

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
内
で
は

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
声
が
響
き
、

見
上
げ
る
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
２
月
に
は
、
白
い
森
ス
ノ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

齋藤愛佳さん（小国中３年）目標はオリンピック出場
　12月３日～４日にかけて滋賀県で開催

されるＵ15女子ジュニアユース日本代表

候補オールスター戦出場選手として、小

国中学校３年の齋藤愛佳（まなか）さん

が選出されました。齋藤さんは「日本代

表として、オリンピックに出場すること

が目標です。」と今後の抱負を話してくだ

さいました。皆さんで応援しましょう！

　がんばれ！齋藤愛佳選手！！ ▲齋藤愛佳さん（右）と同代表に選出された若山千

宝（ちほ）さん（左・川西中３年）

花火もあがった、

道の駅白い森おぐに“秋秋まつり”
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令
和
４
年
度
文
化
の
日
表
彰
式
を

　

令
和
４
年
度
文
化
の
日
表
彰
式
を
1111
月
３
日
、
お
ぐ
に
開
発

月
３
日
、
お
ぐ
に
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
し
、
本
町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

総
合
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
し
、
本
町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

1414
個
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
芸

個
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
芸

術
学
部
歴
史
遺
産
学
科
田
口
洋
美
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
を
行

術
学
部
歴
史
遺
産
学
科
田
口
洋
美
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

文
化
の
日
表
彰
式

文
化
の
日
表
彰
式

■
功
労
表
彰

佐
藤
　
義
昭
　
氏
（
舟
渡
）

　

昭
和
48
年
に
小
国
町
消
防
団
に
奉

職
以
来
、
49
年
間
に
わ
た
り
職
務
に

精
励
さ
れ
、
平
成
31
年
か
ら
は
消
防

団
長
と
し
て
、
豊
富
な
経
験
と
類
い

希
な
指
導
力
を
も
っ
て
、
地
域
防
災

に
取
り
組
ま
れ
、
町
民
の
安
全
と
安

心
の
確
保
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

青
木
　
繁
子
　
氏
（
小
国
町
）

　

平
成
７
年
か
ら
小
国
町
交
通
指
導

員
と
し
て
地
域
の
交
通
安
全
行
事
に

従
事
さ
れ
、
通
学
・
通
勤
路
で
の
街

頭
指
導
や
、
交
通
安
全
教
室
を
初
め

と
し
て
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・

高
揚
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

■
感
謝
状

加
藤

　
功

　
氏
（
緑
町
）　

　

お
ぐ
に
白
い
森
株
式
会
社
初
代
代

表
取
締
役
な
ど
、
多
く
の
重
職
を
永

き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
高
い
識
見

と
卓
越
し
た
指
導
力
の
も
と
、
本
町

の
観
光
交
流
の
振
興
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
。

後
藤
　
秀
一
　
氏
（
松
岡
）

　

平
成
12
年
に
保
護
司
と
し
て
委
嘱

さ
れ
て
以
来
、
20
年
に
わ
た
り
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
少
年
の
非

行
防
止
と
更
生
の
援
助
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
犯
罪
予
防
の
た
め
の

啓
発
を
と
お
し
て
、
明
る
い
町
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

齋
藤
　
恒
助
　
氏
（
緑
町
）

　

平
成
17
年
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
16
年
に
わ
た
り

豊
富
な
見
識
を
持
っ
て
住
民
相
談
に
あ

た
ら
れ
、
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
行
政
相
談
活
動
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
。

■
永
年
勤
続
表
彰

議
会
議
員
（
15
年
以
上
）

　
小
林
　
嘉
　
氏
（
湯
花
）

　
遠
藤
　
和
彦
　
氏
（
大
宮
）

駐
在
員
（
10
年
以
上
）

　
岩
﨑

　
吉
太
郎

　
氏
（
大
石
沢
）

　
本
間

　
利
博

　
氏
（
小
玉
川
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
12
年
以
上
）

　
志
田
　
藤
夫
　
氏
（
伊
佐
領
）

　
山
口
　
和
彦
　
氏
（
荒
沢
）　

農
業
振
興
組
合
長
（
10
年
以
上
）

　
佐
藤
　
義
美
　
氏
（
貝
少
）

　
下
林
　
政
志
　
氏
（
増
岡
）

　
渡
辺
　
文
夫
　
氏
（
足
水
中
里
）

◆
記
念
講
演

『
　
羽
前
小
国
郷
、
マ
タ
ギ
文
化
の
こ

れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
　
』

東
北
芸
術
工
科
大
学
芸
術
学
部
　

歴
史
遺
産
学
科
　
教
授
　

　
　
　
　
　
　
　
田
口
　
洋
美
　
氏

▲佐藤義昭氏の受賞者代表あいさつ

▲マタギ文化からみる
　小国町の文化の可能性を講演いただきました

▲功労表彰を受け取る青木繁子氏
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
、
一
昨

年
と
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
た
「
白
い
森
芸
術
祭　

芸
能
ま
つ
り
」

が
11
月
３
日
文
化
の
日
に
小
国
小
学
校
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

毎
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
上
げ
て
き
た
団
体
等
に
加
え
、
新
た

な
参
加
団
体
等
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
古
田
歌
舞
伎
公
演
も
芸
能
ま
つ
り
内
で
披

露
さ
れ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
多
く
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
を
果
た
し
た
芸
能
ま
つ
り
を
紹
介

し
、
町
民
の
活
力
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
力
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　　

芸芸
能能
まま
つつ
りり

白
い
森
芸
術
祭

～
３
年
ぶ
り
の
開
催　

新
た
な
力
と
と
も
に
～

　

「
芸
能
ま
つ
り
」
は
、
平
成
６

年
11
月
に
「
白
い
森
の
里
お
ぐ
に

芸
能
ま
つ
り
」
と
し
て
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
町
民
総

合
体
育
館
を
会
場
に
、
町
内
の
芸

能
６
団
体
が
合
同
で
初
め
て
公
演

す
る
催
し
で
し
た
。
歌
、
踊
り
、

詩
吟
、
太
鼓
や
三
味
線
・
大
正
琴

と
い
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

舞
台
を
披
露
し
、
詰
め
か
け
た
観

客
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
与
え
て

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
約
30
年
が
経
ち
、

現
在
は「
白
い
森
芸
術
祭（
主
催
：

小
国
町
文
化
協
会
（
安
部
春
美
会

プログラムのトリを務めた、小国町民謡   研究会によるおぐに音頭では、

歌や演奏に合わせて、芸能まつりに参加   した各団体のメンバーが踊り、

舞台の最後を大いに盛り上げました

芸
能
ま
つ
り

芸
能
ま
つ
り

フラダンス 良絃会
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長
）
）」
と
名
称
を
変
え
、
書
道
、

華
道
、
俳
句
、
陶
芸
、
押
し
花
、

手
芸
、
写
真
な
ど
の
文
化
団
体
や

一
般
の
か
た
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
で
制
作
し
た
作
品
な
ど
を
展
示

す
る
「
作
品
展
示
会
（
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
モ
で
１
月
29

日
ま
で
開
催
中
）」
と
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
今
年
度
の
芸
能
ま

つ
り
で
は
、
13
団
体
31
演
目
が
披

露
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛

り
上
げ
て
き
た
各
団
体
等
の
ほ

か
、
新
た
な
団
体
等
が
加
わ
り
、

多
彩
な
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
観
客
に
も
変
化
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
出
演
団
体
に
若
い
世

代
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

友
人
や
家
族
な
ど
が
多
数
訪
れ
、

観
客
席
に
は
若
い
か
た
や
子
連
れ

の
か
た
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

演
者
も
観
客
も
新
た
な
形
が
期

待
で
き
る
芸
能
ま
つ
り
と
し
て
開

催
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

プログラムのトリを務めた、小国町民謡   研究会によるおぐに音頭では、

歌や演奏に合わせて、芸能まつりに参加   した各団体のメンバーが踊り、

舞台の最後を大いに盛り上げました

出演団体（出演順）
古田歌舞伎保存会、おぐに白い森PEAKキッズダンス、
小国町民謡研究会、あらかわ歌謡クラブ、
むつみカラオケ愛好会、良絃会、
ペンタトニック・ハーモニカ倶楽部、
よさこいチームおぐに舞波（ぶな）、峰鷺会、
snowcherryおぐにスポーツクラブYuiキッズダンス、
鼓友塾、フラダンス、おぐに相撲甚句会

小国町民謡研究会 鼓友塾 あらかわ歌謡クラブ
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特集　白い森芸術祭　芸能まつり～３年ぶりの開催　新たな力とともに～

継
承
し
て
い
く
た
め
に

継
承
し
て
い
く
た
め
に

　

古
田
芝
居
の
発
祥
に
つ
い
て

明
確
な
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

江
戸
時
代
の
末
期
（
１
８
４
５

～
１
８
５
９
年
）
と
推
測
さ
れ

い
て
い
ま
す
（
『
小
国
の
文
化

財
』
小
国
町
誌
編
集
委
員
会
編　

１
９
９
４
年
）。
そ
の
後
、
昭
和

33
年
公
演
を
最
後
に
一
時
途
絶
え

ま
し
た
が
、
昭
和
61
年
に
地
域
お

こ
し
の
一
環
と
し
て
復
興
公
演
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
の

学
習
の
た
め
に
沖
庭
小
学
校
で
は

閉
校
す
る
平
成
25
年
ま
で
「
沖
小

歌
舞
伎
」
と
同
時
公
演
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
閉
校
後
は
、
白
い
森
芸

術
祭
の
一
環
と
し
て
小
国
小
学
校

を
会
場
に
公
演
さ
れ
、
町
民
に
広

く
親
し
ま
れ
て
き
た
の
が
古
田
歌

舞
伎
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
公
演
開
催
を

見
合
わ
せ
て
き
た
古
田
歌
舞
伎
を

芸
能
ま
つ
り
内
で
披
露
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
古
田
歌
舞
伎
公
演
座

長
を
務
め
た
安
部
隆
利
さ
ん
（
古

田
）
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
役
者
が
３

年
演
技
で
き
ず
、
錆
び
つ
い
て
し

ま
っ
た
。
古
田
歌
舞
伎
の
継
承
に

は
、
披
露
す
る
場
が
必
要
だ
と
思

い
ま
し
た
。
」
と
続
け
る
こ
と
の

意
義
を
話
し
ま
し
た
。

　

本
公
演
の
「
白
波
五
人
男
」
の

演
者
の
一
人
で
あ
る
木
村
結
衣
さ

ん
（
あ
け
ぼ
の
）
に
公
演
終
了

後
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
前
回

▲演技指導に力が入る安部隆利さん

の
公
演
か
ら
間
が
空
い

た
こ
と
や
公
演
ま
で
の

準
備
期
間
が
少
な
い
こ

と
、
新
た
な
役
柄
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
不
安

が
大
き
か
っ
た
で
す
。

今
回
、
芸
能
ま
つ
り

内
で
披
露
で
き
た
こ
と

で
、
歌
舞
伎
に
興
味
が

な
い
か
た
に
も
見
て
も
ら
い
、
魅

力
が
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
久

し
ぶ
り
に
演
じ
て
「
楽
し
か
っ
た

ー
！
終
わ
っ
た
ー
！
」
と
い
う
達

成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
」
と
笑

顔
で
応
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲弁天小僧を演じる木村結衣さん

届
け
た
い
想
い

届
け
た
い
想
い

　

今
回
の
芸
能
ま
つ
り
に
は
、
新

た
な
団
体
の
参
加
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
本
町
で
育
ち
現
在
は
米
沢

市
で
生
活
す
る
加
藤
里
香
さ
ん
が

12
年
ぶ
り
に
再
結
成
し
た
、
よ
さ

こ
い
チ
ー
ム
お
ぐ
に
舞
波
も
そ
の

一
つ
で
す
。
再
結
成
の
理
由
を
加

藤
さ
ん
は
こ
う
話
し
ま
す
。
「
コ

ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
み
が
ち
な
友
人

達
を
よ
さ
こ
い
で
元
気
づ
け
た
い

と
思
い
、
当
時
の
仲
間
に
声
を

か
け
ま
し
た
。
」
そ
の
呼
び
か
け

に
応
じ
た
仲
間
が
町
内
外
か
ら
集

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
熱
意

に
賛
同
し
た
町
民
も
新
た
に
加
わ

り
、
当
日
は
迫
力
の
あ
る
踊
り
が

ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

▲芸能まつりオープニングを盛り上げる「白波五人男」

◀よさこい踊りを披露するおぐに舞波の加藤里香さん（写真右）

広報おぐに　2022.12
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特集　白い森芸術祭　芸能まつり～３年ぶりの開催　新たな力とともに～

踊
り
手
も
観
客
も
一
つ
に

踊
り
手
も
観
客
も
一
つ
に

　

３
年
ぶ
り
の
芸
能
ま
つ
り
、
閉

幕
後
に
帰
る
観
客
か
ら
は
「
良
か

っ
た
ね
ー
」「
歌
舞
伎
も
凄
か
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
、
多

く
の
か
た
が
た
の
笑
顔
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
前
に
席
を
確
保
し
た

か
た
は
朝
か
ら
訪
れ
、
閉
演
ま
で

歓
声
を
あ
げ
て
楽
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
10
時
か
ら
16
時
ま

で
と
公
演
時
間
が
長
時
間
に
お
よ

ぶ
た
め
、
昼
食
を
と
れ
な
か
っ
た

か
た
の
中
に
は
、
公
演
終
了
後
、

町
内
の
飲
食
店
で
遅
い
昼
食
を
と

り
、
芸
能
ま
つ
り
の
余
韻
に
浸
っ

て
い
た
か
た
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
自
体
が
中
止
に
な
る
こ

と
が
多
い
近
年
で
す
。
若
い
年
代

の
か
た
は
、
町
内
に
イ
ベ
ン
ト
が

な
け
れ
ば
、
町
外
に
出
か
け
て
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ

が
年
配
の
か
た
の
中
に
は
、
町
外

観
客
の
声

観
客
の
声

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
本
町
の

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
を
見
合
わ
せ
て

い
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
開
催
さ
れ
た
「
芸
能

ま
つ
り
」
に
は
、
待
ち
わ
び
た
町

民
の
楽
し
む
姿
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。　

▲歌唱を披露した渡部さだ子さん（写真右）を
　労う西原初子さんと渡邊一惠さん（左から）

【西原初子さん・渡邊一惠さん】
　久しぶりの開催でしたが、カラオケだけでなく、
若いかたの発表も多くて凄く楽しかったです。

【渡部さだ子さん・あらかわ歌謡クラブで出演】
　久しぶりのステージで緊張したけど、やっぱり楽
しいですね。

【大内康平さん家族】
　職場の異動で５、６
年ぶりに町に戻ってき
ました。
　歌舞伎に出演する弟
を応援にきましたが、
凄い迫力があってよ
かったです。

に
出
か
け
ら
れ
ず
、
娯
楽
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
な
い
か
た
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

し
た
か
た
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
や
、
本
町
に
数
多
く
い
る

芸
達
者
な
か
た
の
発
表
の
場
、
そ

う
し
た
か
た
を
一
堂
に
観
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、町
民
を
元
気
づ
け「
み

ん
な
が
わ
く
わ
く
す
る
町
」
に
繋

が
っ
て
い
く
も
の
と
改
め
て
認
識

で
き
る
芸
能
ま
つ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

▲公演終了後満足気に帰る観客たち

広報おぐに　2022.12
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　地域の賑わいづくりを目的に、10月29日に
伊佐領地区で、思い思いの仮装をして練り歩
く伊佐領ハロウィンが開催され、伊佐領・沼
沢地区住民約30人が参加しました。また、８
月の豪雨災害で被災したＪＲ米坂線の早期復
興を願い、絵で彩った手作りの横断幕をＪＲ
伊佐領駅前で掲げ、記念撮影しました。
　このイベントは町の主催する「小国☆地域
みらい塾」で地域づくりを学んだ受講生が中
心となり企画したもので、昨年に引き続き２
回目の開催となりました。

伊佐領ハロウィン伊佐領ハロウィン

米坂線復興への願いも込めて米坂線復興への願いも込めて

　陸上競技人口の拡大などを目的に、白い森
おぐに駅伝大会（兼）第65回地区対抗駅伝競
走大会（小国町陸上競技協会主催）が、11月
６日に総合スポーツ公園で行われました。
　この大会はタイムによる順位決定のほか、
チーム毎に設定した目標タイム差で順位を争
うなど工夫された競技も行われました。
　◇総合優勝　小国陸協
　◇地区対抗の部　沖庭地区
　◇目標タイム差の部　
　　最速の世代（小国中陸上部）

白い森おぐに駅伝・第65回地区対抗駅伝競走大会白い森おぐに駅伝・第65回地区対抗駅伝競走大会

幅広い年代がタスキを繋ぐ幅広い年代がタスキを繋ぐ

　おぐにの子どもの日まつりが11月13日、お
ぐに開発総合センターで開催されました。３
歳児健診でよい歯と認められた６人の表彰式
の後、手作りおやつの試食やレシピ提供、昔
あそびに絵本の読み聞かせなどを楽しみまし
た。コンサートでは、手話や手遊びを交えた
歌も披露され、子どもたちは戸惑いながらも
手をいっぱい動かし、表現していました。

おぐにの子どもの日まつりおぐにの子どもの日まつり

６人がよい歯の表彰を受章６人がよい歯の表彰を受章
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　食に関わる人と食材に対する感謝の心や他
人を思いやる心等、豊かな心を育むことを目
的に、山形県全域の給食を提供する小中学校
では「心を育む給食週間」に取り組んでいます。
　その一環として、11月16日、㈲東部開発の
大嶋愛さん指導のもと、叶水小学校１・２年
生が大根ほりに挑戦しました。参加した児童
は、力いっぱい引き抜いた大根の大きさに喜
びの声をあげていました。収穫した大根は、
11月17日の町内小中学校の給食で「大根の炒
り煮」として提供されました。

叶水小中学校　心を育む給食週間叶水小中学校　心を育む給食週間

力いっぱい大根ほり力いっぱい大根ほり

「ギターと鑿ギターと鑿」

　　　地域おこし協力隊　北
きたかぜ

風　裕
ひ ろ き

基

　８月から、実家にあった父親のギターを（勝手に）持ち出して練習していますが、指の癖を　８月から、実家にあった父親のギターを（勝手に）持ち出して練習していますが、指の癖を

治すことにとても苦労します。長年で染み付いた指の形は簡単に変わるモノではなく、弦が抑治すことにとても苦労します。長年で染み付いた指の形は簡単に変わるモノではなく、弦が抑

えられないので何度も反復して矯正していくしかありません。えられないので何度も反復して矯正していくしかありません。

　これは刃物の研ぎ方に似ていると感じます。鉋（かんな）や鑿（のみ）を研ぐのも自分の癖　これは刃物の研ぎ方に似ていると感じます。鉋（かんな）や鑿（のみ）を研ぐのも自分の癖

や姿勢がそのまま刃物に伝わるようで、頭ではなく体に正しい姿勢を刷り込むように、ただひや姿勢がそのまま刃物に伝わるようで、頭ではなく体に正しい姿勢を刷り込むように、ただひ

たすら研ぎ続けないと上達しないそうです。たすら研ぎ続けないと上達しないそうです。

　刃物の切れ味には３つの段階がある気がしていま　刃物の切れ味には３つの段階がある気がしていま

す。まず切れない刃物は爪の上をツルツル滑って触す。まず切れない刃物は爪の上をツルツル滑って触

れても怖くないです。次に刃物を研ぐと鋭く爪に当れても怖くないです。次に刃物を研ぐと鋭く爪に当

てるとククと引っかかるようになります。ですが本てるとククと引っかかるようになります。ですが本

当に切れる刃物は凄くて、触れると怖いです。親指当に切れる刃物は凄くて、触れると怖いです。親指

の爪に当てると引っかからず滑るようですが切られの爪に当てると引っかからず滑るようですが切られ

てる実感があります。職人さんの鑿と自動鉋盤といてる実感があります。職人さんの鑿と自動鉋盤とい

う機械の刃はそうでした。う機械の刃はそうでした。

　先日初めて切れる刃物が研げました。刃先に向か　先日初めて切れる刃物が研げました。刃先に向か

う傾斜は丸くまだ癖は取れませんが、木工館のカレう傾斜は丸くまだ癖は取れませんが、木工館のカレ

ンダーを切ってほくそ笑んでいます。ンダーを切ってほくそ笑んでいます。

8080
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前
回
紹
介
し
た
白
子
神
社
（
白
子

沢
）
か
ら
東
方
１
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ

た
と
こ
ろ
に
清
安
寺
と
い
う
お
寺
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
現
在
白
子
沢
の

公
民
館
に
も
な
っ
て
お
り
、
地
域
の

か
た
が
た
が
日
常
管
理
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
お
堂
の
一
角
に
、
町
指
定
文

化
財
で
あ
る
木
造
の
不
動
明
王
像
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
日
如
来
の

化
身
で
あ
り
、
煩
悩
（
ぼ
ん
の
う
）

を
抱
え
た
人
た
ち
を
力
ず
く
で
仏
の

道
に
み
ち
び
き
、
救
済
す
る
と
さ
れ

て
い
る
不
動
明
王
。
一
般
的
に
そ
の

尊
像
は
恐
ろ
し
く
、
険
し
い
形
相
を

し
て
い
ま
す
。
清
安
寺
の
不
動
明
王

像
も
高
さ
３
ｍ
ほ
ど
の
大
き
な
火
焔

（
か
え
ん
）
の
光
背
（
こ
う
は
い
）

を
ま
と
い
、
怒
り
で
結
ん
だ
唇
の
間

か
ら
牙
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
動
明
王
像
は
元
々
、
滝
集

落
に
あ
っ
た
不
動
堂
（
お
不
動
様
）

で
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
集
落

が
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
、
集
団

移
転
し
閉
村
と
な
る
の
に
あ
た
り
、

住
民
た
ち
が
清
安
寺
の
住
職
ら
と
相

談
し
、
本
像
を
寄
託
す
る
こ
と
と
し

た
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
年
の
11
月
、

住
民
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
滝
か
ら
白

子
沢
へ
運
ば
れ
た
の
で
し
た
。

　

『
小
国
の
信
仰
』（
小
国
町
誌
編

集
委
員
会
編
、
１
９
９
４
年
）
に

よ
る
と
、
か
つ
て
こ
の
不
動
明
王

像
を
祀
っ
て
い
た
不
動
堂
は
閉
村

時
に
沼
沢
の
山
の
神
神
社
へ
と
寄

進
さ
れ
、
滝
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
石
段
や
灯
籠
、
礎
石
な

ど
は
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
お
堂
が

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

雄
大
な
飯
豊
山
地
の
谷
あ
い
に
ひ

ら
か
れ
て
い
た
滝
集
落
。
そ
の
奥
深

い
山
々
で
修
行
を
積
む
修
験
道
が
盛

ん
で
あ
っ
た
中
世
に
は
、
滝
に
不
動

院
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、
修
験
者
た

ち
の
先
達
（
峰
入
の
案
内
者
）
を

務
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
『
小
国
の

文
化
財
』（
小
国
町
誌
編
集
委
員
会

編
、
１
９
９
９
年
）
に
よ
る
と
、
そ

の
開
創
は
平
安
時
代
後
期
の
永
保
元

（
１
０
８
１
）
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
不
動
堂
は
そ
の
附
属
堂
で
あ
り
、

修
験
道
に
お
い
て
信
仰
さ
れ
る
本
尊

の
一
つ
、
不
動
明
王
を
そ
こ
に
祀
っ

た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
不
動
院
は
中
世

末
か
ら
近
世
初
頭
の
頃
、
飯
豊
山
神

社
の
別
当
（
神
社
の
管
理
経
営
を
お

こ
な
う
寺
の
こ
と
）
を
め
ぐ
っ
て
会

津
蓮
華
寺
（
福
島
県
会
津
若
松
市
に

あ
っ
た
寺
で
、現
在
廃
寺
）
と
争
い
、

焼
き
討
ち
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
不
動
院
は
復
興
さ

れ
ず
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
が
、
不
動

堂
だ
け
は
宝
暦
２
（
１
７
５
２
）
年

に
再
興
さ
れ
、
地
域
で
大
切
に
守
り

継
が
れ
て
き
た
の
で
す
。
滝
集
落
の

▲滝の不動堂跡

歴
史
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
ま
と
め
た

『
あ
る
山
里
の
歴
史　

滝
部
落
集
団

離
村
の
記
』（
１
９
９
１
年
）
の
な

か
で
、
著
者
で
あ
り
滝
出
身
者
で
あ

る
福
盛
吉
之
助
氏
は
、
こ
の
不
動
堂

に
つ
い
て
「
実
に
こ
こ
が
村
の
信
仰

の
中
心
で
あ
り
村
民
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
で
あ
っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
杉
に
囲
ま
れ
ひ
っ
そ
り
と

残
る
不
動
堂
跡
。
そ
れ
は
、
滝
集
落

に
息
づ
い
て
い
た
人
び
と
の
信
仰
の

一
端
を
今
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
は

る
か
昔
に
隆
盛
を
み
た
飯
豊
山
修
験

の
か
す
か
な
足
跡
を
物
語
る
、
本
町

で
は
数
少
な
い
文
化
遺
産
で
も
あ
る

の
で
す
。

　　
　
　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
）

▲清安寺の不動明王像

未
来
に
伝
え
た
い

白
い
森
お
ぐ
に
の

そ
の

滝
の
不
動
堂
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除 雪 機 の あ る 幸 せ

合資会社 山佐  佐藤農機店
コスモ石油 小国給油所 東北運輸局認証工場

〒999-1511 山形県西置賜郡小国町大字玉川361－3
TEL.0238-64-2320  FAX.0238-64-2322
クボタ農業機械 除雪機 汎用パワーツール販売・整備

広
告

県社会教育連絡協議会表彰・置賜社会教育振興会表彰県社会教育連絡協議会表彰・置賜社会教育振興会表彰

町内から町内から２人が受賞２人が受賞

　永年の社会教育や生涯学習の振興に尽力したか
たに贈られる県社会教育連絡協議会表彰を小国町
公民館運営審議会委員を７年間務められた塚原明
広さん（舟渡）が受賞されました。また、平成27
年から社会教育委員を務められている遠藤佐知子
さん（栄町）は置賜社会教育振興会表彰を受賞さ
れました。

税についての作文税についての作文

小国中学校から２人が受賞小国中学校から２人が受賞

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が主催する「税
についての作文」で小国中学校の大久保里恋さん
（１年）が山形県納税推進協議会長賞、佐藤天さん
（１年）が小国町長賞を受賞しました。
　大久保さんは８月３日の豪雨災害の復旧に税金
が使われていることを題材に選び、復興への願い
を作文に込めています。

自動車関係功労者国土大臣表彰自動車関係功労者国土大臣表彰

小国自動車整備工場阿部秀勝氏が受賞小国自動車整備工場阿部秀勝氏が受賞

　多年に渡る自動車整備事業の振興と発展に尽力
したとして、小国自動車整備工場株式会社の阿部
秀勝代表取締役社長が自動車関係功労者国土大臣
表彰を受賞されました。

消防辞令交付式・秋季火災予防パレード消防辞令交付式・秋季火災予防パレード

冬に向け火の取扱いの注意喚起冬に向け火の取扱いの注意喚起

　消防団へ新たに入団されたかたの辞令交付
式が11月６日に小国分署で行われ、その後、
火災予防啓発のため消防関係車両12台が町内
をパレードしました。
　冬季は暖房器具なども使用しますので火災
予防に努めましょう。
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2022.11広報おぐに 2014.12広報おぐに

　小国町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、
職員数、給与、勤務条件等の状況について、その概要をお知らせ
します。なお、詳細は町ホームページで公開しています。

（http://www.town.oguni.yamagata.jp）

扶 養 手 当
・子ども１人につき10,000円、その他扶養親族6,500円（配偶者含む）

　（満16歳から22歳までの子につき5,000円加算）

住 居 手 当
・借家　月額16,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、

　　　　28,000円／月を限度に家賃に応じて支給

通 勤 手 当

通勤距離2.0㎞以上を対象に支給

・交通機関等利用の場合　運賃等相当額　限度額55,000円／月

・自動車等利用の場合　距離数に応じて支給　2,500円～30,900円／月

期末勤勉手当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給

　　　　　　期末手当　　　勤勉手当

・６月期　　1.275月分     0.95月分

・12月期　　1.275月分　   0.95月分

※３級以上の職員に対し、職務の級に応じて５％～15％の加算措置有り

時 間 外

勤務手当

区 分 支 給 総 額 １人当たり平均支給額

令和２年度決算額 30,090千円 309千円

令和３年度決算額 26,775千円 243千円

退 職 手 当

月 額 期 末 手 当

給 料

町 長 810,000円 ６ 月 期　1.65月分

12 月 期　1.65月分

合 計　3.3月分

副 町 長 630,000円

教 育 長 560,000円

報 酬

議 長 340,000円 ６ 月 期　1.65月分

12 月 期　1.65月分

合 計　3.3月分

副 議 長 280,000円

議 員 265,000円

１週間の勤務時間
勤務時間の割り振り

週休日
始業時間 終業時間 休憩時間

38時間45分 8:30 17:15 12:00～13:00 土曜日・日曜日

有給　年次有給休暇・病気休暇・特別休暇（結婚、出産、忌引き、夏季休暇、社会奉仕活動など）　

無給　介護休暇・組合休暇

■問合先　総務課行政管理室（☎62－2112）へ

■休暇制度の概要

■勤務時間（標準的なもの）

■特別職の報酬の状況

■主な職員手当の状況（一般職） （令和４年４月１日現在）

（各年度一般会計決算）

（令和４年４月１日現在）

（令和４年４月１日現在）

19.6695月

28.0395月

39.7575月

47.709月

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

24.586875月

33.27075月

47.709月

47.709月

自己都合 勧奨・定年

※定年前早期退職者に対して2％～45％の加算措置有り

※特別職の期末手当は、給料月額に35％加算した
　ものに支給割合を乗じます。

お知らせします

（令和４年４月１日現在）
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町職員の給与・人事行政の内容を

男 女 合 計

一般行政職 ４人 １人 ５人

医 師 職 １人 ０人 １人

技能労務職 ０人 ０人 ０人

そ の 他 ０人 ０人 ０人

合 計 ５人 １人 ６人

一般行政職 税務職 医師職 医療技術職
看護

保健職
福祉職

（保育・介護）
企業職 技能労務職

その他

教育職
合計

令和３年度 94人 ７人 ２人 19人 42人 12人 ２人 ５人 １人 184人

令和４年度 95人 ７人 ３人 19人 39人 11人 ２人 ５人 １人 182人

増 減 １人 ０人 １人 ０人 －３人 －１人 ０人 ０人 ０人 －２人

男 女 合 計

定 年 退 職 ２人 ０人 ２人

応 募 退 職 ０人 ０人 ０人

普 通 退 職 ０人 ６人 ６人

合 計 ２人 ６人 ８人

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的な職務 主事補・主事 主事 主任 係長・主査 室長 課長

職 員 数 23人 15人 ４人 28人 13人 12人

構 成 比 24.0％ 15.6％ 4.2％ 29.2％ 13.5％ 12.5％

住民基本台帳人口
(令和４年３月末)

歳 出 総 額（A） 人 件 費 （ B ） 人 件 費 率（B ／ A） 令和２年度人件費率

7,003人 7,516,416千円 1,061,637千円 14.1％ 14.0％

区 分 職 員 数（A）
給　　与　　費 １ 人 当 た

り 給 与 費
（ B ／ A ）給 料 職 員 手 当 期末勤勉手当 計 （ B ）

令 和 ３ 年 度 110人 403,720千円 82,467千円 163,387千円 649,574千円 5,905千円

令 和 ４ 年 度 113人 404,017千円 77,112千円 162,355千円 643,484千円 5,695千円

区 分
令和３年度 令和４年度

平 均 年 齢 平均経験年数 平均給料月額 平 均 年 齢 平均経験年数 平均給料月額

一 般 行 政 職 40.6歳 19.0年 307,100円 40.2歳 18.8年 304,300円

技 能 労 務 職 44.7歳 21.2年 255,500円 45.7歳 22.2年 258,000円

小国町 国

一般行政職
大学卒 182,200円 182,200円

高校卒 150,600円 150,600円

技能労務職 高校卒 147,900円 －

令和元年度 令和２年度 令和３年度

小 国 町 97.9 97.6 95.8

県内町村平均 98.1 98.1 98.0

全国町村平均 96.5 96.4 96.3

■採用の状況 ■退職の状況

■職員数の状況

■一般行政職の級別職員数の状況

■人件費の状況

■職員給与費の状況（一般職）

■平均給料月額・平均年齢

■初任給の状況 ■ラスパイレス指数の水準

（令和４年４月１日） （令和３年４月１日から令和４年３月31日）

（令和４年４月１日現在）

（令和４年４月１日現在）

（令和３年度一般会計決算）

（各年度一般会計当初予算）

（各年度４月１日現在）

（各年度４月１日現在）（令和４年４月１日現在）

※�ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を100とした場合の給与
水準を示す指数です。

※町長、副町長、教育長を除いた人数です。
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農業者年金農業者年金

～農業者のための年金制度～～農業者のための年金制度～

自治宝くじ助成事業自治宝くじ助成事業
消防団用防火服一式を12セット整備消防団用防火服一式を12セット整備

冬は凍結による漏水が発生しやすい季節です。
冬の備えとして凍結防止の対策をお願いします。

①水抜栓を使用する場合は、ハンドルを最後ま
でしっかりと締めてください。

②長期間留守にする場合は、閉栓手続きをして
ください。開栓・閉栓の際にそれぞれ手数料
を徴収しますが、水道基本料金（月額1,430円）
程度の負担で予防できます。なお、閉栓後も
宅内の水抜きが必要です。

③水道の凍結等により漏水が発生した際は、小国
町指定給水装置工事事業者にご相談ください。

■申込先　地域整備課水道業務担当
　　　　　（☎62－2431）へ

水道の凍結にご注意ください水道の凍結にご注意ください

■加入条件（下記の全てに該当するかた）
　①国民年金１号被保険者（付加年金（４００円）

に加入する必要があります）
　②年間60日以上農業従事
　③60歳未満
■加入による大きなメリットは６つ
　①積立方式で安心
　②加入・脱退は自由
　③保険料は全額社会保険料控除の対象
　④保険料はいつでも変更可能
　⑤農業の担い手（40歳未満）には保険料補助
　⑥終身年金80歳までの死亡一時金あり
■問合先　小国町農業委員会
　　　　　（産業振興課内☎62ー2408）へ

除雪機械を貸し出します除雪機械を貸し出します

　大型機械での除雪が困難な歩道や生活道路等を
対象に、ハンドガイド式小型除雪機械（35馬力）
を貸し出します。（申込件数が多い場合は、選考
審査会で審査し決定となります。）
■対象者　
　①町に居住する２世帯以上で構成する任意団体
　②町長が特に認める個人または法人
■貸出台数　５台
■募集期間　12月１日㈭～12日㈪
■貸出期間　12月下旬～令和５年３月31日㈮
■申込・問合先　地域整備課建設管理担当
　　　　　　　　（☎62ー2431）へ

　小国町消防団員が使用する防火服一式を12セッ
ト整備しました。これは、宝くじの社会貢献広報
事業として、助成を受け整備したものです。防火
服は消火活動時において、火炎等から消防団員の
身体を保護するための安全装備品となります。

防火ヘルメット

防火服一式

長　靴

防火服上衣

消防団名ロゴ

白い森子ども応援隊　公式LINEアカウント開設のお知らせ白い森子ども応援隊　公式LINEアカウント開設のお知らせ

友だち追加の方法

　町民の皆さまに支えられて町内小・中・高等学校の教

育活動が進められています。本町では地域全体で子ども

たちの学びや成長を支える学校パートナー等の教育支援

活動を、学校と連携・協働して行っているかたがたのこ

とを「白い森子ども応援隊」と呼んでいます。その活動

や教育支援ボランティア募集などの情報を公式LINEで配

信します。

■問合先　白い森学習支援センター

　　　　　（教育振興課内☎62-2141）へ

右記を読み取り友
だちを追加してく
ださい。

広報おぐに　2022.12

14



■対象　放課後に家庭で養育することができない
小学校に就学している児童で、令和５年４月か
ら中央児童室の利用を希望するかた（現在利用
中のかたも申込みが必要です。）

■申請書　12月１日㈭から中央児童室、各保育園、
健康福祉課のいずれかでお受け取りください。
（町ＨＰからダウンロードもできます。）

■受付期間・場所
　12月12日㈪～16日㈮
　８：30～18：00・おぐに保育園
■提出書類　小国町中央児童室入所申請書および

必要書類
■定員　80人（定員を超えた場合は、家庭環境を

考慮の上、低学年を優先して入所決定します。）
■申込・問合先　
　おぐに保育園（☎62－2242）へ

令和４年度令和４年度

中央児童室利用申込受付について中央児童室利用申込受付について

　新型コロナに加え、原油・原材料価格や物価高
騰の影響を受けている事業者へ給付金を給付しま
す。
■対象者（次のいずれかに該当する事業者）
　①令和４年７～９月のいずれかの売上が、令和

元～３年のいずれかの年の同月と比較して30％
以上減少した県内事業者

　②令和４年７～９月のいずれかの仕入原価等（仕
入原価、光熱水費、燃料費の合計額）が、令和
元～３年のいずれかの年の同月と比較して増加
し、かつ粗利（売上ー仕入原価等）が30％以上
減少した県内事業者

■主な要件　①県内に本社または本店を置く法人
または個人事業主

　②新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を実
施していること

　③給付金の受給後も事業を継続する意思がある
こと

■申請期限
　令和５年１月６日㈮まで（消印有効）
■問合先　
　山形県原油価格・物価高騰緊急支援給付金コー

ルセンター（☎0570－001ー282）へ

山形県原油価格・物価高騰緊急支援給付山形県原油価格・物価高騰緊急支援給付

金（第２弾）のお知らせ金（第２弾）のお知らせ

詳細はこちら

給
付
金

特
設
サ
イ
ト

「ふるさと奨学ローン・生活応援ローン」の「ふるさと奨学ローン・生活応援ローン」の

お知らせお知らせ

【ふるさと奨学ローン】

　本ローン対象の生徒・学生が卒業後山形県内に

就職または就業した場合は、それ以降の利子に対

して最長10年間、元金300万円を限度に年2.0％の利

子補給が受けられます。融資金利が2.0％を下回っ

た場合は、融資金利が利子補給率になります。

　一括で融資金額が受け取れる「証書貸付型」に
加え、在学期間中に限度額の範囲内で繰り返し利

用可能な「カード型」がご利用いただけます。

■使いみち　教育費用や他金融機関の教育ローン

の借り換えなど

■融資金額　最高2,000万円

■融資金利　

　変動金利・カード型（年1.55～2.45％）　

　固定金利・証貸型（年1.80～2.60％）　

　変動金利・証貸型（年1.70～2.10％）

　※３月末までに申込し実行する融資が対象で、ろ

うきんとの取引により金利が異なります。

【生活応援ローン】

　町内に居住し、１年以上勤務しているかたを対

象として、町と東北労働金庫が提携して皆さまの

生活を応援する低金利の融資制度です。

■使いみち　生活資金全般、医療介護費、車購入費、

冠婚葬祭費等広くご利用いただけます。

■融資金額　100～300万円以内（使いみちにより

異なります。）

■融資金利　固定金利（年1.25～2.75％）

■ 融資期間　７～10年以内（使いみちにより異な

ります。）

≪共通≫

■保証　保証料は東北労働金庫が負担します。

■申込・問合先

　東北労働金庫長井支店（☎0238ー84ー1100）へ

　ホームページもご覧ください。

広報おぐに　2022.12
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だ
き
ま
す
。

■
納
付
不
足
の
場
合

　

翌
年
５
月
に
精
算
額
と
の
差
額
を

合
わ
せ
て
請
求
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
水
道
業
務

担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

12
月
分
の
上
下
水
道
料
金
か
ら
冬
期

暫
定
水
量
に
よ
る
請
求
と
な
り
ま
す

■
試
験
区
分
・
採
用
人
数

　
初
級
技
術
・
３
人
程
度

■
受
験
資
格

　
本
組
合
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日
（
第
１
次
）
お
よ
び
会
場

　

１
月
15
日
㈰　

千
代
田
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（
高
畠
町
）

■
受
付
期
間

　

12
月
５
日
㈪
～
１
月
６
日
㈮

■
受
験
申
込
書
の
交
付
場
所

　
本
組
合
総
務
課
、
置
賜
地
域
の
市

役
所
お
よ
び
町
役
場
の
企
画
担

当
課
等
（
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
広
域
行
政

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工　事　名
施行
場所

工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R4.10.24
令和４年度町営あけぼ
の団地住戸用自動火災
報知設備更新工事

あけぼの R5.３.31 4,984,000
日本防災工業
㈱長井営業所

4,744,000

R4.11.７
令和４年災第4657号
町道木積場線道路災
害復旧工事

小国小坂町 R4.12.30 20,380,000
大和建設
運輸㈱

17,000,000

入札結果情報（令和４年10月21日～令和４年11月20日実施） 単位（円）

休館日�

毎週月曜日・祝日
～新着図書～

水道 町立病院（一般外来）
小国中継施設

（リレーセンター）
町民体育館
あいべ

総合センター

12月29日㈭ 設備佐藤（☎62ー5606）

休　　診

通常営業

休　　館
（12/28から）

浴室のみ営業
12月30日㈮ 山一住設（☎61－0123）

休　　み

12月31日㈯ 小関住宅設備（☎62－5347）

休　　館
１月１日㈰ パイプライン（☎62－2461）

１月２日㈪ 津島屋電機店（☎62－2404）

１月３日㈫ サトーメンテナンス（☎62－2944）

問 合 先 地域整備課建設管理室 町立病院（☎61－1111）
小国中継施設
（☎63－2251）

町民体育館
あいべ

総合センター

※町立病院では、急患については一般外来の休診日であっても９時～17時まで対応いたします。
※ごみ収集については、全戸配布をしているごみ収集カレンダーをご確認ください。

年末年始の休館情報等について

◇両手にトカレフ

◇掬えば手には

◇奔流の海

◇雨滴は続く

◇酢とことん活用読本

ブレイディみかこ

瀬 尾 ま い こ

伊 岡 瞬

西 村 賢 太

農 文 協 編
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今月の納税
　 　12月の税金等の口座振替は、次
のとおりです。振替日の前日まで、
指定の口座に入金してください。

●1 2月 2 6日㈪　水道料、固
定資産税、国民健康保険税、

後期高齢者医療保険料

● １ 月 ４ 日 ㈬　

　介護保険料、下水道料、簡易水

道料、住宅使用料、保育料、児

童福祉使用料

■問合先　町民税務課税政管理室

　　　　　（62－2403）へ

２０２２．１２

1212月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

※�先月号掲載分以降に新規で登録された求人を
掲載しています。

※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は11月18日現在でハローワー
クへ登録された求人のうち、小国町を
おもな就業先としている求人情報です。
既に雇用が確定している場合もありま
すので、ご了承ください。求人情報の
詳細については、ハローワーク長井（☎
84－8609）へ

■12月の広場日程　

休日当番担当歯科医のお知らせ

12月４日㈰ 長井　斎藤歯科医院 0238－88－1827 12月31日㈯ 長井　村上歯科クリニック 0238－83－3650

12月11日㈰ 米沢　中川歯科医院 0238－23－2062 １月１日㈰ 米沢　渡部歯科医院 0238－21－1610

12月18日㈰ 米沢　笹生歯科医院 0238－21－0331 １月２日㈪ 高畠　わたなべデンタルクリニック 0238－56－3888

12月25日㈰ 川西　松岸歯科医院 0238－46－3563 １月３日㈫ 米沢　くまの歯科 0238－40－8600

曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金 ９：30～11：30・13：00～15：30
（水・金は午後のみ。火・木の午前は健康管理センター）

不要

子

育

て

講

座

セルフマッサージ 12/13㈫10：20～11：20・健康管理センター
※動きやすい服装でズック・タオル・飲み物をお持ちください。

要

クリスマス会 12/20㈫11：10～・健康管理センター
※動きやすい服装でズック・タオル・飲み物をお持ちください。

要

１．各健診の日程等

　■３歳児健診
　・期　　日　12月９日㈮　
　・受付時間　12：30～13：00
　・対　　象　Ｈ31年４月、Ｒ１年５月、

　　　　　　　６月、７月生まれ

２．場　所　健康管理センター

３．その他　母子健康手帳を持参ください。

４．問合先　
　健康管理センター（☎61－1000）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

安部工業㈱

一般作業員（土木・建築） ２人

８：00～17：00現場監督員 １人

運転手（型枠資材運搬） １人

荒川興業㈱

（請）製造加工【アークカーボン加工】

／臨時職員
１人

８：20～17：10

製造加工／臨時職員 １人

（請）製造加工【アークカーボン加工メ

ッキ工程】正社員
１人 ８：20～17：10他

清掃員／パート １人 ９：00～15：30

小国開発㈱ 土木施工管理 ５人 ８：00～17：00

日本郵便㈱長井郵便局 郵便物配達業務【小国郵便局】 ２人 ８：00～16：45

ＮＰＯ法人まんまる 支援員／共同作業所まんまる ２人 ８：30～17：00

山和建設㈱ 事務員 １人 ７：45～17：00

㈱高橋工務店

土木・建築技術者 ２人

８：00～17：00現場作業員（土木・建築作業員） ２人

ダンプトラック運転手 ３人

㈱高橋商会 ガソリンスタンドスタッフ １人 ８：00～17：00他

㈱山芳工務店 電気設備工（見習い） ３人 ９：00～18：00

クアーズテックマシナリ㈱ 技能職（溶接・組立） １人 ８：20～17：10

㈱コメリ　新潟ストアサポー

トセンター

販売員（コメリハード＆グリーン小国

店）準社員
２人 ８：45～13：00他

販売員（コメリハード＆グリーン小国

店）アルバイト
１人 17：00～19：30

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　
■利用時の注意点　
　・マスクの着用をお願いします。
　・平熱より１度高い場合は発熱となり利用できません。
　・体調の悪い場合は、利用できません。
■その他　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談

に応じています。
■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内�☎62ー2330）へ
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新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、掲載されているイベントが中止・延期になる場合があります。新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、掲載されているイベントが中止・延期になる場合があります。

開催状況については、各問合先に確認してください。開催状況については、各問合先に確認してください。



　

遠
く
の
山
々
が

白
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
も
な
く

雪
が
降
っ
て
く
る

よ
う
で
す
ね
。
冬

支
度
は
お
済
み
で

す
か
。

　

さ
て
、
現
在
開
催
中

の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
初

戦
で
日
本
が
強
豪
ド
イ

ツ
を
破
り
ま
し
た
。
劣

勢
な
が
ら
も
最
後
ま
で

諦
め
な
い
プ
レ
ー
に
感

動
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム

が
目
標
と
す
る
ベ
ス
ト

８
ま
で
勝
ち
進
ん
で
ほ

し
い
で
す
！
ガ
ン
バ
レ

日
本
!! 

（
仁
科
）

編集後記

あいべイベント12月の

■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

■日　時　　12月20日㈫　10：00～12：00�

■対象者　　どなたでも

■参加費　　１回100円（保険料込）

■持ち物　　室内シューズ、飲み物等。

■申込締切　12月15日㈭

特定非営利活動法人

戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和４年10月31日現在）

（ 1 0 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

井 上

横 山

伊 藤

仁 科

伊 藤

伊 藤

中 山

齋

鈴 木

沼 沢

種 沢

田 沢 頭

越 中 里

緑 町

今 市

小国小坂町

五 味 沢

宮 の 台

百合子

健 喜

シゲ子

ケサヨ

喜代子

博 夫

ミ ツ

龍 己

知恵子

（90）

（91）

（89）

（93）

（81）

（72）

（84）

（19）

（81）

小 国 町 碧
あ お し

師舟 山
大 地
康 名（

小渡地区～舘地区間の町道除雪について

　下記の区間について、除雪の取扱いを見直すこ
ととなりました。降雪が多い日の日中や夜間は通
行できない場合が生じますので、ご注意ください。
■対象区間（右図）
　町道増岡針生線の一部
■取り扱い
　降雪状況に応じての除
　雪の実施を朝１回に限
　るものとします。
■問合先　地域整備課建設管理担当
　　　　　（☎62－2431）へ

地域を開く未来世代へのメッセージ
～30年後の未来を展望しよう～

　今日の小国町を創りあげた先輩たちは地域の「たから
もの」です。これからを担う若者も大切な地域の「たか
らもの」です。ひとりひとりがお互いをリスペクトし、
いままでの「歩み」を大切に活かしながら、持続可能な
まちへ。
　世代をつなぐバトンパスのヒントをお話しいただきます。

■日時　12月14日㈬18：30～20：00
■場所　おぐに開発総合センター集会室
　　　　（入場無料）
■講師　東洋大学　青木辰司名誉教授
■申込・問合先
　総合政策課政策企画担当（☎62－2264）へ

小国町ＳＤＧｓ推進事業
（東洋大学講師派遣事業共催）

申込はこちら

人口　男・・・3,498人 （　　０）

　　　女・・・3,480人 （－７）

　　　計・・・6,978人 （－７）

世帯数　　　3,029世帯 （＋４）
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 62－2330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス http://www.ogunibyoin.jp/



　

11
月
２
日
㈬
と
９
日
㈬
、
１
年
生
の
恒
例

行
事
「
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
理
解
研
修
」
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
の
交
流
先
は
ア
メ
リ
カ
と

ア
フ
リ
カ
（
ケ
ニ
ア
・
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ル

ワ
ン
ダ
）。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
各
国
の

概
要
を
学
ん
だ
後
、
生
徒
た
ち
は
各
教
室
に

移
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
使
っ

て
地
球
の
裏
側
と
交
流
を
始
め
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
編
の
交
流
相
手
は
、
こ
れ
ま
で
小

国
高
校
が
研
修
旅
行
で
訪
問
し
て
い
た
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
「
ベ
ニ
ス
高
校
」
で
す
。
今
年
は
『
浮

世
絵
』『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
な
ど
も
題
材
と
し
て
準

備
し
、
英
語
と
家
庭
科
の
教
科
を
越
え
た
連
携

を
行
い
ま
し
た
。
英
語
と
日
本
語
を
用
い
て
お

互
い
に
意
見
交
換
を
し
、
日
々
の
学
習
の
成
果

を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
編
の
交
流
相
手
は
、
ア
フ
リ
カ

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協

力
隊
の
４
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言
語
・
食

べ
物
・
文
化
の
違
い
・
経
済
に
つ
い
て
生
徒

が
質
問
し
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
た
く

さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
際
理
解
研
修
を
２
日
間
受
講
し
た
１
年

生
の
塚
原
朱
李
さ
ん
と
片
桐
希
優
さ
ん
に
感

想
を
聞
き
ま
し
た
。

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～�

小
国
高
校
魅
力
化
通
信
⑳�

～

！！

【
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
理
解
研
修

　

～
ア
メ
リ
カ
＆
ア
フ
リ
カ
と
交
流
～
】

　青年海外協力隊の人たちからアフリカの
国々の話を聞きました。アフリカについて知
る前は、貧富の差があるイメージが強かった
です。実際には貧富の差はあるものの、多く
の人がスマホを持っていたり、ドローンで医
療物資を届けたりと、近代化が進んでいる分
野が多いようです。“リープフロッグ”という
発展の遅れていた国がテクノロジーにより先
進国を一足飛びで追い越していく現象が起き
ていることも学びました。日本を追い越して
いる分野もあることなど、色んな気づきがあ
り、国際交流を楽しむことができました。

　アメリカ人＝すっごくみんなイケイケな印象
があったけど、実際話してみたら意外と落ち着
いて大人っぽい人もいました。概念の固定化は
良くないなと再認識しました。
　日本語をゆっくり話しているつもりが、アメ
リカ人は分からなそうにしていました。また、
同じように自分も英語が全然聞き取れませんで
した。自分の英語力をもっともっと上げていく
ことも必要だと思うし、分からないと思って伝
えようとしないよりも、頑張って伝えようとす
る気持ちが大事だと感じました。この交流がきっ
かけで、少しでも日本の文化に興味を持っても
らえたらいいなぁと思いました。

塚
原
朱
李
さ
ん

塚
原
朱
李
さ
ん

（
写
真
右
・
ア
メ
リ
カ
編
）

（
写
真
右
・
ア
メ
リ
カ
編
）

片
桐
希
優
さ
ん

片
桐
希
優
さ
ん

（
写
真
右
・
ア
フ
リ
カ
編
）

（
写
真
右
・
ア
フ
リ
カ
編
）
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●小国町役場　☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●総務課　　　　　　　　　☎ 62－2112
●観光経済室　　　　　　　☎ 62－2416
●住民窓口担当／町民生活担当　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

●総合政策課　　　　　　☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景

２
０
２
２
 - １

２
 -１

㊵　平家の落人により開かれた伝承の残る　栃倉地区

　昭和42年７月に集落の先に越中里橋が架けられ、それまでは橋の手前から左奥へ抜け、樋ノ沢
地区へと通っていた道路が大きく変わりました。栃倉地区の由来について、『小国の信仰』（小国
町誌編集委員会編　1994年）に伊藤嘉雄氏の由来記の記述として、「わが先祖、羽田掃部頭（かも
んのかみ）は平家の落人であったが、自分の氏神（白山神）を土地の木のある自分地所に祀った。
～中略～　鎮守栃の木の脇に村をたてて栃倉と言った。」と書かれています。
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